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学位審査会は、審査委員 4 名の列席のもと、2015 年 2 月 17 日に開催された。審査結果
は以下の通りである。 
古代中国王朝（秦・漢）の身分秩序の特質として、爵と官という二つの異なる体系の並
存が挙げられる。これまでの研究では、魏晋南北朝時代を経て、唐代までには爵制の身分
秩序としての意義が弱まり官僚の序列（官品）を中核とする身分秩序体系が完成したとさ
れてきた。本論文は、この漢・唐間の移行期にあたる魏晋南北朝時代における王朝の身分
秩序体系の変容を明らかにすべく、隋・唐王朝の淵源に位置づけられる北魏王朝に焦点を
しぼり、この時代の爵制について初めて包括的に検討した研究である。最大の成果は、北
魏の爵のランクと官のランク（官品）の関係を解明したことにある。従来の研究では、北
魏になって爵のランクと官のランクとが一致するようになったとし、唐代の官僚制中心の
身分秩序の確立へつながっていく新現象として歴史的に位置づけられてきた。本論文はこ
れに対して異を唱え、北魏一代をつうじて爵のランクと官のランクを一致させる原則はな
かったことを主張した。この主張は、新出の石刻史料を含めた関連史料の網羅的な収集と、
その内容の分析・検討に基づく手堅い実証研究に裏付けられており、おおむね説得力を持
つものといえる。とりわけ附録に収められた関連史料の膨大なデータは、当該分野の基礎
史料として大きな価値を有し、今後の研究に裨益するところ大であろう。 
そのほかにも、民族や社会身分による爵位保有の差異、仮爵と呼ばれる北魏独自の制度
の存在、爵位と封土が異なる基準で別個に与えられたこと、孝文帝時代の爵制改革の内容、
 「階」を共通資源として官職・将軍号・爵位が得られる制度の存在など、随所に新知見を
提示している。また、爵制に着目することで北魏史を見直し、さらには北魏爵制の展開を
中国古代史のなかに位置づけようと試みており、たんなる個別実証研究を越えた議論の広
がりの可能性を持っている。 
審査委員一同から以上のような高い評価が与えられたいっぽうで、次のような問題点も
指摘された。 
本論文では、前後の時代を含めた時系列のなかで北魏爵制をとらえ、その歴史的特質に
ついて考察しようと試みてはいるが、総じてその論述は依然不十分であり、南朝の制度と
の比較など、残された課題は少なくない。また、文献史料の解釈や先行研究の紹介の方法
について、不適切な箇所が散見され、改善が求められる。ただし、これらの不備は瑕瑾と
いうべきもので、本論文の学術的価値を損なうものではない。 
以上により、審査委員会は、本論文を博士学位論文として認定することについて、全員
一致で合意した。 
 
